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研究成果の概要（和文）：本研究では，授業の振り返りを支援するために，授業中に取得した情報を授業映像と共に閲
覧できるシステムを開発した．授業参観者の手書き筆記によるコメントを時間情報を含めて記録し，授業を撮影した映
像と授業参観者の筆記コメントを同期して表示する機能を提供する．筆記コメントが授業内のどの時点で書かれたのか
を容易に把握することができ，授業参観者の気付きを授業の振り返りに的確に活かすことができる．
本研究では，写真にコメントを書くことも可能にし，授業参観者の気づきを，授業参観者の視点を記録した写真ととも
に授業者に伝えられるようにした．また，教師や子どもの発話に対するコメントを容易にすることも試みた．

研究成果の概要（英文）：This study developed the system that can be viewed the video with information 
obtained in class for supporting reflections. It records handwriting comments by evaluators with time 
information, and synchronize them to recorded video. A Viewer can easily figure out what the comment was 
when written, it can be utilized appropriately to reflect on comments that expressed awareness of 
evaluators.
In this study, made it possible to comment to the photo, evaluators will be able to convey the point of 
view of the evaluation. And tried that evaluators can easily comment on speech of the teachers and 
children.

研究分野：ヒューマンコンピュータインタラクション
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１．研究開始当初の背景 
 
	 現代社会は知識基盤社会とも呼ばれ，知
識・情報・技術が社会活動の基盤として飛躍
的に重要性を増している．そのため，この社
会で生活していく子どもたちに必要な能力
と定義されている生きる力を養う場の一つ
として学校教育への要求は日々大きくなっ
ている．また，教育の世界も他の日本社会と
同様に世代交代が急速に進んでいる．これ
らの背景から，教員養成の現場には実践力
を持った教員の養成が，現職の教員には授
業力のさらなる向上が求められている． 
	 教員の授業力を向上させる重要な機会と
して教育実習や研究授業が挙げられるが，
参観者が感じたことすべてを授業実施者に
的確に伝えることは難しいという問題があ
る．この問題に対して，研究代表者が進めて
きた Pen-based Computing に関する研究
と，大学業務として進めていた教員養成ポ
ートフォリオの研究調査から，参観者のメ
モをペン入力機器で電子的に記録し，授業
映像と同期させて閲覧できるシステムの着
想に至り，研究を実施している． 
	 参観者の評価を記録し，映像と共に閲覧
できるようにしたシステムとしては，内田
洋行の Power Feedback NOTE，寳理らに
よる FD Commons が先駆けである．前者
は予め用意されたコメント（番号）を記録で
きるもので，自由なコメントを記録するこ
とはできない．後者は授業後に映像を見な
がら手書きアノテーションを加えることが
できるものであるが，従来の参観時のメモ
スタイルまでを考慮していない．映像を元
に自己の授業の振り返りを行うシステムの
研究としては，宮多らの教育実習の映像を
電子指導案に貼り付けるシステムの研究を
始め様々なものがあるが，本研究の狙いと
している参観者からの視点を取り入れるも
のは，先に示した研究例を除き皆無である． 
	 研究代表者によるこれまでの研究（図１）
では，記録デバイスとしてスレート PC と
デジタルペン（紙へのボールペンによる筆
記がデジタル化できる入力デバイス）を用
いる二形態，閲覧インタフェースとして映
像再生に合わせてメモが閲覧できるものと，
メモから映像の頭出しができるものの二形

態を実装し，本学学生の教育実習を題材と
した予備的評価から，授業の振り返りに対
する提案システムの有効性を見いだすこと
ができている． 
	 一方，この研究から，参観者によってメモ
のスタイルは多様であり，そのメモのスタ
イルによって適する記録インタフェースと
閲覧インタフェースは異なること，そして
授業実施中に取得できる授業の振り返りに
役立つ情報はまだ多く存在しそうなことを
実感した． 
 
２．研究の目的 
 
	 本研究では，ペン入力インタフェースの
高度化とその利活用，および，情報通信技術
を用いることによる教員養成の高度化を目
指した研究の一環として，授業の振り返り
の際に，授業実施中に取得した情報を授業
映像に合わせて閲覧できるシステムを開発
する（図２）． 
	 参観者が授業を参観しながら評価や指導
事項をメモする際のスタイルを調査し，体
系的に整理する．そして，授業の振り返りを
効果的に支援することを基本方針として，
各々のスタイルに適した記録インタフェー
スと閲覧インタフェース，参観者のメモ以
外で授業実施中に取得できる振り返りに役
立つ情報，授業実施中における参観者同士
のコミュニケーションを活性化させたとき
に授業実施者の振り返りにどのような効果
が生じるかを明らかにする． 
	 本研究は，従来の参観者の記録形態を崩
さず，かつ，新たな形態も付加した記録イン
タフェースと，記録した情報と授業映像を
合わせて閲覧するインタフェースについて，
授業の振り返りの効果向上の観点から探求
する点で，新しい研究であると位置付けら
れる．また，本研究を通して，教育実習や研
究授業の効果を向上させる形で教育界に，
そして，情報機器の教育利用拡大という形
で情報産業界の発展に貢献できると考える． 
 
３．研究の方法 
 
	 本研究の基本手順は，授業参観者によるメ
モスタイルの調査研究を元に，各スタイルに

 
図１	 デジタルペンを利用した授業評価記
録・閲覧システム 
 

 
図２	 授業中に取得した情報を記録し，映
像とともに閲覧できるシステム 
 



 

 

適した評価記録ツールと閲覧ツールを開発し，
附属学校や近隣学校における研究授業での利
用を通して評価し，各ツールを改善していく
ことである．これと平行し，参観者のメモ以
外で授業実施中に取得できる情報の可能性と，
参観者同士のコミュニケーションを活性化す
ることの可能性を検討し，その成果をふまえ
て各ツールを高度化していく． 
 
４．研究成果 
 
	 本研究では，授業参観者の評価記録形態の
体系化を行った．これをもとに，これまで研
究を行ってきた指導案をベースにメモを書き
込む形態に加え，白紙に一言のメモを書き込
む形態，写真を撮影しその上にメモを書き込
む形態について研究を進めた．また，教師や
児童生徒の発話に対してメモを書き込む形態
についても提案し，基礎的な研究を行った． 
 
	(1)白紙への一言メモ形態の研究 
	 白紙に一言のメモを書き込む形態として，
スレート端末の画面にタッチ入力でフリーハ
ンドのメモを取ると，その記録時刻に合わせ
て授業映像上に表示される記録・閲覧システ
ムの開発を行った（図３）．フリーハンドのメ
モだけでなく写真を撮り記録することも可能
としている． 
	 閲覧システムは，授業後に気づきを閲覧す
るときに，授業参観者 4〜5 人によって記録さ
れた気づきがいつ誰によって記録されたもの
なのかわかりやすいように，映像表示領域を
縦に授業参観者の人数分分割し，授業参観者
ごとに記録した気づきが表示されるエリアを
決め，その授業参観者ごとのエリア上に気づ
きが記録された時間に右から左に流れるよう
に表示する方式を採用した．また，授業参観
者ごとに気づきの色を変えることで誰によっ
て記録された気づきなのかよりわかりやすく
した．加えて，時間的制約のある授業の反省
会での使用を考慮して，時系列順の気づきの
一覧も表示し，そこから気づきを選択するこ
とで，その気づきが記録された時間に授業映
像をジャンプさせることができるようにした． 
	 開発したシステムの有用性を確認するため

に，東京学芸大学附属小金井小学校の教育実
習での試行を 2 回，その他の小学校の教育実
習での試行を1回，合計3回の試行を行った．
附属小での試行の 1 回目では，教育実習生 6
名のうちの 1 名が授業者となり，残りの 5 名
が授業参観者となって，授業後の反省会にお
いて 6 名全員にシステムを使ってもらった．
2 回目は 1 名少ない 5 名で行った．その他の
小学校での試行では，教育実習生 1	名の授業
を大学教員2名と学部生1名が参観者となり，
後日，授業者となった教育実習生と授業参観
者であった学部生にシステムを使ってもらっ
た．この試行の結果から次の点が得られた． 
・システムの気づきの記録方法について，写
真の撮影と手軽に記録できることの 2 点が特
に有用である． 
・気づき記録時には，手書きのメモを連続で
記録する，写真の補足説明として手書きのメ
モを記録する，手書きメモの補足説明として
写真を撮影する，などの使い方を支援する機
能が必要である． 
・授業者が 1 人で授業を振り返るときにシス
テムは有用である．逆に，授業の反省会のよ
うな複数人で授業を振り返る場合には，課題
がある． 
	 この成果は，情報処理学会全国大会，情報
処理学会コンピュータと教育研究会，ヒュー
マンインタフェース学会研究会，情報処理学
会インタラクションで報告した． 
 
(2)写真への一言メモ形態の研究 
	 この研究では，写真の上にメモを書き込む
形態については，スレート端末で写真を撮り，
その上にメモを書くことができる記録ツール
の開発を行った（図４）．写真にメモが書ける
機能により，授業参観者の気づきを，授業参
観者の視点を記録した写真とともに授業者に
伝えることができるようになる． 
	 授業参観中に他の授業参観者の視点や気づ
きを知り，自分の考えをリアルタイムでより
深めることができるように，参観者同士で写
真とメモの共有機能を実装した（図５）．他の
授業参観者の写真とメモを一覧表示し，一覧
から選択を行うことで大きく表示することも
できるようにした． 

 
図３	 白紙への一言メモを記録でき，映像
とともに閲覧できるシステム 
	  

 
図４	 写真への一言メモを記録できる記録
ツール 

 



 

 

	 この成果は，情報処理学会全国大会で報告
した． 
 
(3)教師の発話にメモする形態の研究 
	 本研究では，教師の発話に対してメモを書
く形態を提案し，教師の発話を音声認識した
結果の文字列に対してメモを書くことができ
る記録ツールの試作を行った． 
	 授業中，教師は主に説明や解説，発問や指
示，助言をする時に言葉を発する．授業 1 時
間でみると教師の発した言葉は相当の量にな
り，教師の発言は授業の一部分を構成する大
切な要素であることが分かる．また，教師自
身が発した言葉は主観的なものであり，教師
自身で振り返っても自分の発言のどこが問題
なのか気づき難い．そこで第三者である参観
者が授業者である教師の発言に対して指摘す
ることが重要になってくる．しかし，先に記
した研究で開発したシステムで，授業者が発
した言葉に対して直接メモを記す場合，教師
の発した言葉を書くことになり，時間がかか
ってしまう，かつ，指摘の正確性にかけてし
まうという問題がある．そこで，授業者の発
した言葉に対するメモを記録しやすくするこ
とで，今まで伝わり難かった教師の言葉に対
する指摘を早く，正確に表現することができ，
授業参観者の評価を明確に伝えることができ
る． 
	 本研究の成果は情報処理学会全国大会で報
告した．本研究は新たな研究課題として展開
する予定である． 
 
(4)その他の派生・関連研究 
	 上記以外に，派生・関連研究として，幼稚園
における保育者が行う保育記録とその閲覧を
支援するシステム，板書や掲示物を場とした
協働的な学習支援する指差しインタフェース，
電子黒板を基幹とした ICT 活用学習環境，電
子黒板システム，学習者用デジタル教科書，
黒板と電子黒板間でシームレスに情報交換で
きるシステムの研究を行い，情報処理学会コ
ンピュータと教育研究会，ヒューマンインタ
フェース学会ヒューマンインタフェースシン
ポジウム，情報処理学会インタラクション，
情報処理学会全国大会で報告した． 
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